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今
回
選
挙
で
は
、
共
産
党
ら
「
オ
ー

ル
沖
縄
」
勢
力
の
現
市
長
与
党
が
現

有
15
人
か
ら
１
人
を
減
ら
し
14
議
席

と
な
っ
た
一
方
で
、
自
民
党
ら
野
党

は
19
人
が
当
選
、
現
有
の
13
議
席
か

ら
６
議
席
を
増
や
し
た
。
こ
の
結
果
、

２
０
１
７
年
の
前
回
か
ら
４
年
間
で

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
衰
退
ぶ
り
が
さ
ら
に

顕
著
と
な
っ
た
。

　
野
党
勢
は
、
自
民
党
10
人
、
公
明
が

７
人
全
員
当
選
し
、
自
公
で
17
人
。「
保

守
系
中
立
議
員
４
人
が
当
選
後
、
自
民

党
に
復
党
ま
た
は
入
党
を
希
望
し
て
い

る
」（
県
連
関
係
者
）
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が

実
現
す
れ
ば
自
公
で
過
半
数
の
21
議
席

を
確
保
で
き
、
那
覇
市
の
議
会
運
営
の

主
導
権
が
、こ
れ
ま
で
の
「
オ
ー
ル
沖
縄
」

勢
力
か
ら
政
権
与
党
の
自
公
に
移
る
こ

と
に
な
る
。

　
自
民
党
が
今
回
、
公
認
12
人
、
推
薦

１
人
の
13
人
候
補
者
を
立
て
た
の
は
、

「
票
が
割
れ
る
の
で
候
補
者
10
人
程
度
で

い
い
の
で
は
な
い
か
」（
自
民
党
県
連
関

係
者
）
と
反
対
し
た
県
連
の
主
張
を
押
し

切
っ
た
、
沖
縄
第
一
区
選
出
の
代
議
士
・

国
場
幸
之
助
氏
の
衆
院
選
に
向
け
た
強

い
決
意
の
表
れ
だ
っ
た
。

　
国
場
氏
は
、
手
元
の
選
挙
結
果
票
に

正
し
く
強
く
美
し
い
日
本
を
!! 

─ 

《
自
由
国
民
連
合
》

共産２議席減「オール沖縄」衰退
　
秋
に
予
想
さ
れ
る
衆
議
院
選
挙
の
沖
縄
一
区
の
行
方
を
占
う
那
覇
市
議
会
議

員
選
挙
（
定
員
40
人
、
立
候
補
者
63
人
）
の
投
開
票
が
７
月
11
日
行
わ
れ
、
こ
れ

ま
で
７
議
席
を
確
保
し
て
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
共
産
党
が
２

議
席
を
失
い
、
自
民
党
は
現
有
の
６
議
席
か
ら
10
議
席
に
躍
進
し
た
。
投
票
率

は
46
・
40
％
で
、
補
選
を
除
き
日
本
復
帰
後
、
最
低
だ
っ
た
。（
那
覇
市
＝
結
城
悟
）

沖縄県那覇市議選   自民・保守勢力の台頭

当選を喜ぶ、自民党公認の新人、外間有里候補陣営

（7月 11 日、那覇市内選対事務所）
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目
を
や
り
な
が
ら
、
こ
う
語
る
。

  

「
今
回
の
那
覇
市
議
選
は
、
秋
の
衆
院
選

の
前
哨
戦
と
位
置
づ
け
、
議
席
の
確
保

は
も
と
よ
り
、
得
票
数
の
増
大
を
目
標
に

戦
っ
た
。
次
の
選
挙
で
、
共
産
党
に
負
け

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
だ
」

　
前
回
（
２
０
１
７
年
）
の
選
挙
で
翁

長
雄
志
前
知
事
（
故
人
）
の
影
響
力
で

自
民
党
か
ら
離
党
し
た
16
人
の
「
新
風

会
」
の
議
員
は
、
そ
の
後
、
同
会
を
離

脱
、独
自
の
会
派
を
つ
く
る
な
ど
「
中
立
」

と
し
て
議
席
を
確
保
し
て
き
た
が
、
今

回
の
選
挙
で
「
新
風
会
」
の
残
党
は
１

人
と
な
り
、
か
つ
て
影
響
力
を
示
し
た

「
翁
長
派
」
は
那
覇
市
議
会
で
皆
無
に
等

し
く
な
っ
た
。「
翁
長
県
政
を
継
承
す
る
」

と
し
て
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
勢
力
を
味
方

に
し
て
当
選
し
た
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
に

と
っ
て
、
来
年
９
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
知
事
選
挙
に
暗
雲
を
も
た
ら
す
結
果

と
な
っ
た
。

　
こ
の
状
況
に
対
し
、
国
場
氏
は
「
那

覇
市
は
、
も
と
も
と
自
公
の
発
祥
の
地

で
す
か
ら
、
何
と
し
て
も
自
公
の
主
導

権
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

常
々
考
え
て
き
た
。
そ
れ
が
今
回
実
現

し
た
」
と
語
り
、
そ
の
顔
に
少
し
笑
み

が
見
え
た
。

　
今
回
の
選
挙
を
得
票
数
で
み
る

と
、
自
民
は
２
万
５
２
５
４
票
で
、

前
回
の
１
万
８
０
８
０
票
に
対
し
、

７
１
７
４
票
増
加
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

共
産
は
１
万
２
８
０
８
票
で
、
前
回
の

１
万
５
８
３
８
票
か
ら
３
０
３
０
票
減

少
し
、
２
人
落
選
し
た
。
ち
な
み
に
、
公

明
は
１
万
６
５
７
８
票
に
対
し
前
回

２
万
１
６
９
９
票
で
５
１
２
１
票
減
少

し
た
が
、
７
議
席
を
確
保
し
た
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
共
産
が
今
回
、「
オ
ー

ル
沖
縄
」
票
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
っ
て
い
つ
も
の
地
方
か
ら

の
動
員
の
目
論
見
が
は
ず
れ
た
ほ
か
、
市

民
に
対
し
て
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
内
実

が
共
産
党
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ

た
こ
と
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
ワ
ク

チ
ン
確
保
な
ど
の
対
策
で
玉
城
デ
ニ
ー

知
事
と
城
間
幹
子
那
覇
市
長
ら
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
な
さ
が
歴
然
と
な
っ
て
、

も
は
や
有
権
者
に
と
っ
て
「
オ
ー
ル
沖

縄
」
勢
力
に
魅
力
が
な
く
な
っ
た
と
「
Ｎ

Ｏ
」
を
突
き
付
け
た
格
好
だ
。

　
ま
た
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
名
称
を
前

面
に
掲
げ
て
戦
っ
た
の
は
共
産
だ
け
で
、

他
政
党
の
与
党
候
補
者
は
、「
オ
ー
ル
沖

縄
」
を
前
面
に
出
さ
な
か
っ
た
。
自
民

県
連
関
係
者
に
よ
る
と
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」

は
、
主
導
権
争
い
で
共
産
と
他
党
と
の

間
で
分
裂
し
て
い
る
。
簡
単
に
は
元
通

り
に
な
る
情
勢
に
は
な
く
、
こ
の
現
象

は
、
一
区
だ
け
で
な
く
、
他
の
３
選
挙

党派 2021 2017 増減
自民   10 　7 ＋３
公明 　7 　7 　0
共産 　5 　7 －２
立民 　3 　― ＋３
社大 　2 　2 　０
にぬふぁ 　1 　― ＋１
社民 　2 　3 －１
維新 　0 　２ －２
無所属   10   12 －２

那覇市議選 党派別当選者数

区
で
も
同
様
だ
と
い
う
。

　
２
０
１
７
年
の
衆
議
院
選
で
、一
区

で
は
自
民
の
国
場
氏
は
５
万
４
４
６
８

票
に
対
し
、
共
産
の
赤
嶺
政
賢
氏
が

６
万
０
６
０
５
票
獲
得
、
６
１
３
７
票

差
で
涙
を
飲
ん
だ
。
今
回
の
那
覇
市
議

選
で
得
票
数
で
、
自
民
は
共
産
に
約

１
万
２
０
０
０
票
の
差
を
つ
け
た
。
数

字
の
上
で
は
、
現
時
点
で
選
挙
を
す
れ

ば
、
国
場
氏
が
赤
嶺
氏
を
凌
駕
す
る
可

能
性
が
高
い
。

  

「
国
政
選
挙
と
地
方
選
挙
は
選
挙
構
造

が
異
な
る
。
戦
い
は
こ
れ
か
ら
だ
」

　
国
場
氏
は
口
を
真
一
文
字
に
引
き
締

め
た
。

街
宣
、
ビ
ラ
配
り
で
保
守
勢
の
団
結

訴
え
　
自
国
連
の
選
挙
活
動
活
発
に

【
那
覇
発
】
今
回
那
覇
市
議
選
で
、
保
守
勢
力
の

団
結
を
呼
び
か
け
る
自
由
国
民
連
合
が
６
月
５

日
か
ら
21
日
間
に
わ
た
り
、
県
庁
、
那
覇
市
役

所
周
辺
を
中
心
に
「
オ
ー
ル
沖
縄
＝
共
産
党
＝

中
国
共
産
党
＝
県
民
の
敵
」
を
訴
え
て
街
宣
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
（
写
真
㊤
）。
ま
た
、「
オ
ー

ル
沖
縄
」
の
実
態
を
盛
り
込
ん
だ
チ
ラ
シ
約

５
万
枚
を
那
覇
市
内
に
戸
別
配
布
も
行
わ
れ
ま

し
た
（
写
真
㊦
）。

　
沖
縄
那
覇
市
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
下
に
あ
り
、
街
は
い
つ
も
よ
り
人
通
り

が
少
な
く
、
静
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
分
、
街
宣
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
声
は
広
く
良

く
響
き
。
大
勢
の
選
挙
民
の
耳
を
奪
い
ま
し
た
。

　
街
宣
の
ポ
イ
ン

ト
は
、「
オ
ー
ル

沖
縄
」
と
そ
の
要

を
自
認
す
る
日
本

共
産
党
の
欺
瞞
性

と
危
険
性
を
分
か

り
や
す
く
説
き
、

沖
縄
那
覇
の
県
民

市
民
の
自
由
と
独

立
と
人
権
を
護
り
抜
く
た
め
今
こ
そ
共
に
立
ち

上
が
り
ま
し
ょ
う
！ 

と
訴
え
る
こ
と
で
し
た
。

  

「
み
ん
な
の
力
で
、
コ
ロ
ナ
中
共
ウ
ィ
ル
ス
を

一
掃
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
！ 

　
中
国
共
産
党
と
兄
弟
党
で
あ
る
日
本
共
産
党

と
親
中
共
オ
ー
ル
沖
縄
の
欺
瞞
に
騙
さ
れ
な
い

様
に
し
ま
し
ょ
う
！ 

私
達
の
沖
縄
を
第
二
の
チ

ベ
ッ
ト
、
第
二
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
に
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
！ 

那
覇
を
第
二
の
香
港
に
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
！ 

沖
縄
か
ら
新
日
本
の
再
建
を
！
」

　
こ
う
し
た
呼
び
か
け
を
英
霊
の
皆
様
の
思
い

も
込
め
て
訴
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
と
く
に
、

現
県
政
、
市
政
が
左
派
の
オ
ー
ル
沖
縄
の
影
響

下
に
あ
り
、
親
中
派
で
中
国
と
の
交
流
が
活
発

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
有
数
の
武
漢
コ
ロ
ナ

感
染
地
域
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
指
摘
す
る
作

戦
は
、
コ
ロ
ナ
で
苦
し
む
市
民
の
心
に
強
く
訴

え
る
効
果
が

あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　
保
守
関
係

者
か
ら
は
「
連

日
街
宣
と
ビ

ラ
配
布
の
選

挙
に
与
え
た

影
響
力
は
無

視
で
き
な
い
」

「
市
民
か
ら
の
共
産
党
離
れ
を
促
し
た
の
は
間

違
い
な
い
」
な
ど
と
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
日
々
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
尖
閣
諸
島
領
海
へ

の
中
共
人
民
軍
配
下
の
海
警
武
装
船
に
よ
る
傍

若
無
人
な
侵
犯
行
為
は
、
沖
縄
県
民
全
体
に
安

全
保
障
へ
の
危
機
感
を
ど
こ
よ
り
も
身
近
に
感

じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
に
重
ね
て
こ
の
度

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
生
物
兵
器
と
し

て
武
漢
の
ウ
ィ
ル
ス
研
究
所
で
研
究
し
て
い
た

も
の
が
漏
洩
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
訴
え

は
、
想
像
以
上
に
人
々
の
心
を
と
ら
え
ま
し
た
。

　
武
漢
の
事
実
を
隠
蔽
し
て
い
た
こ
と
が
、
世

界
に
被
害
を
拡
大
さ
せ
、
特
に
親
中
共
路
線
の

国
と
地
域
が
感
染
被
害
を
強
く
受
け
る
こ
と
と

な
り
、
全
国
で
も
沖
縄
の
感
染
被
害
が
酷
い
の

も
そ
の
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
を
招
い
て
来
た

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
と
日
本
共
産
党
の
責
任
は
重

大
か
つ
、
恥
を
知
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

を
逃
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
す
。

　
自
国
連
の
こ
の
活
動
に
は
、
全
国
の
支
援
者

の
皆
様
か
ら
の
多
大
な
る
浄
財
を
あ
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
戦
後
76
年
、
来
年
に
は
祖

国
復
帰
50
年
を
迎
え
る
沖
縄
に
お
い
て
闘
っ
て

来
ら
れ
た
愛
國
憂
国
の
志
の
方
々
の
協
力
と
、

全
国
「
自
由
国
民
連
合
」
の
同
志
の
方
々
の
支

援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

万



　
▼
日
本
敗
戦
の
原
因

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
昭

和
天
皇
は
『
終
戦
の
詔
勅
』
を

発
布
し
、
大
東
亜
戦
争
は
終

了
し
た
。
そ
し
て
大
日
本
帝

国
も
終
焉
を
迎
え
た
。
日
本

は
何
故
こ
の
大
戦
で
敗
け
た

の
か
。
そ
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

考
え
ら
れ
る
。

　
国
力
の
差
、
軍
事
力
の
差
、
資
源
の

有
無
等
で
あ
る
が
、
日
本
敗
戦
の
最
大

の
要
因
は
、
軍
部
内
の
不
統
一
と
、
近

衛
文
麿
内
閣
に
お
け
る
共
産
主
義
者
の

内
部
工
作
に
よ
り
、
日
中
戦
争
の
ド
ロ

沼
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
こ
と
が
最
大

の
要
因
で
あ
る
。

　
最
後
は
米
国
が
投
下
し
た
二
発
の
原

爆
で
、
日
本
は
降
伏
し
た
。

　
大
日
本
帝
国
は
、
長
い
人
類
史
の
中

で
、
天
の
祝
福
に
よ
っ
て
で
き
た

も
の
で
あ
っ
た
が
、
先

の
大
戦
で
の
戦
略
方

針
に
誤
導
が
あ
り
、

こ
れ
に
ト
ド
メ
を
刺
し

た
の
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。

　
▼
敗
戦
は
日
本
に
と
っ
て

　
　
良
か
っ
た
か
悪
か
っ
た
か

　
歴
史
に
ｉ
ｆ
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う

が
、
結
果
的
に
見
て
、
敗
戦
は
日
本
に

と
っ
て
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
が
あ
っ
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た
。
良
い
面
と
し
て
は
、
自
由
と
民
主

主
義
の
導
入
に
よ
っ
て
、
国
民
は
自
由

思
想
を
学
び
、
経
済
が
繫
栄
し
、
生
活

も
豊
か
に
な
っ
た
。
世
界
第
二
位
の
経

済
大
国
に
も
な
り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
が
二
十
七
人
を
数
え
る
ほ
ど
の
科
学

技
術
大
国
に
も
な
っ
た
。

　
し
か
し
悪
か
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ

る
。
そ
れ
は
自
由
や
民
主
主
義
が
個
人

主
義
や
利
己
主
義
に
堕
し
、
愛
国
心
は

失
わ
れ
、
社
会
全
体
の
質
が
低
下
し
て

国
全
体
が
崩
壊
に
向
か
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
米
国
の
占
領
政
策
と
し
て
、

日
本
の
弱
体
化
を
目
指
し
た
か
ら
で
あ

る
。
さ
ら
に
そ
れ
を
悪
用
し
た
反
日
左

翼
や
中
国
・
韓
国
・
北
朝
鮮
等
の
反
日

工
作
浸
透
の
結
果
で
あ
る
。
特
に
日
本

メ
デ
ィ
ア
の
反
日
化
、
教
育
界
の
左
翼

偏
重
化
は
横
暴
を
極
め
て
い
る
。

　
我
々
が
こ
れ
を
座
視
す
れ
ば
、
経

済
大
国
と
な
っ
た
共
産
中
国
の
日
本
支

配
は
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。
大
東
亜
戦

争
で
国
の
た
め
若
き
生
命
を
捧
げ
た

二
百
四
十
万
人
の
英
霊
達
に
対
し
、
ま

た
国
土
の
七
割
を
焦
土
と
さ
れ
た
ど
ん

底
状
態
の
中
か
ら
不
死
鳥
の
よ
う
に
日

本
を
復
興
さ
せ
た
先
人
達
に
、
何
の
顔

あ
っ
て
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
？

　
こ
の
有
形
無
形
未
曾
有
の
危
機
状
況

こ
そ
、
我
々
が
今
「
自
由
国
民
連
合
」

を
立
ち
上
げ
『
令
和
維
新
』
を
行
わ
ん

と
す
る
理
由
で
あ
る
。

  

▼
「
自
由
国
民
連
合
」
と

『
令
和
維
新
』
の
目
指
す
も
の

　
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
は
、「
大
化
の

改
新
」
に
よ
っ
て
国
家
が
成
立
し
、「
明

治
維
新
」
に
よ
っ
て
日
本
は
近
代
国
家

に
な
っ
た
。
以
来
百
五
十
年
、
日
本
は

戦
前
に
お
い
て
五
大
国
の
一
つ
に
な
り
、

戦
後
は
Ｇ
７
（
先
進
七
カ
国
）
の
一
つ

と
な
っ
た
。

　
日
本
が
明
治
維
新
以
後
、
世
界
に
冠

た
る
大
日
本
帝
国
と
な
り
得
た
の
は
、

人
類
史
的
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
天
に

よ
る
祝
福
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一

部
の
人
々
は
こ
れ
を
ア
ジ
ア
を
侵
略
し

た
悪
の
帝
国
で
あ
る
と
し
て
教
育
さ
れ

た
た
め
に
、
そ
の
よ
う
に
信
じ
込
ま
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
く
の
誤
り
で

あ
り
、
天
に
よ
る
祝
福
の
賜
物
で
あ
っ

た
こ
と
を
正
し
く
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
歴
史
的
事
象
を
踏
ま
え
た

『
令
和
維
新
』
の
目
的
は
「
自
由
国
民
連

合
」
を
国
民
運
動
と
し
て
展
開
す
る
こ

と
に
あ
り
、
天
民
主
義
を
基
盤
と
し
て

国
家
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ

る
。
天
民
主
義
と
は
、
主
権
は
国
民
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
天
孫
降
臨
さ
れ

た
天
皇
家
と
国
民
が
一
体
と
な
っ
て
国

家
を
共
同
統
治
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
と
は
真
逆
と
な
る
天
皇
家
と
国
民
を

分
離
さ
せ
よ
う
と
す
る
左
翼
理
論
は
、

全
て
を
階
級
に
分
裂
闘
争
さ
せ
、
権
力

を
奪
お
う
と
す
る
共
産
主
義
の
誤
っ
た

論
理
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
「
自
由
国
民
連
合
」
は
次

の
四
つ
の
方
針
を
定
め
て
い
る
。

　
　

一
、
尊
皇
愛
国

　
　

一
、
反
共
救
国

　
　

一
、
保
守
団
結

　
　

一
、
国
際
連
帯

　
戦
後
七
十
六
年
、
日
本
は
愛
国
心
を

喪
失
し
て
来
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

こ
の
克
服
の
た
め
、
我
が
国
は
天
皇
家

を
国
民
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
結
束
し
、

国
力
を
増
強
し
、
国
軍
を
創
設
し
て
日

本
は
再
び
強
大
国
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
最
も
嫌
う
の
が
中
国
で
あ
り
、

そ
れ
に
従
属
姿
勢
を
見
せ
る
隣
国
韓
国

で
あ
る
。
美
し
い
伝
統
と
歴
史
あ
る
私

た
ち
の
国
日
本
を
護
り
、
世
界
に
貢
献

す
べ
く
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
悪
意

【
話
題
の
書
籍
】

【
話
題
の
書
籍
】

ま
ん
が
『
誰
が
あ
な
た
を
護
る
の
か
―
―

不
安
の
時
代
の
皇
（
す
め
ら
ぎ
）』

原
作
・
青
山 

繁
晴
、
監
修
・ 

新
田 

均
皇

学
館
大
学
教
授
、 

日
本
の
尊
厳
と
国
益
を

護
る
会
、
作
画
・
ヒ
ロ
カ
ネ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

　
日
本
の
根
っ
こ
と
な
る
天
皇
の
ご
存
在

と
は
？
　
そ
の
皇
位
継
承
と
は
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
か
？
　
主
人
公
の
女
子
高
生
、

永
峯
あ
か
り
が
旅
す
る
壮
大
な
歴
史
探
究

ま
ん
が
。

　
一
系
皇
位
継
承
の
安
定
、
中
韓
に
よ
る

国
土
浸
食
の
阻
止
、
ス
パ
イ
防
止
法
の
制

定
―
―
を
掲
げ
、
自
民
党
内
で
衆
参
67
名

の
議
員
が
参
加
す
る
「
日
本
の
尊
厳
と
国

益
を
護
る
会
」（
護
る
会
）
の
代
表
・
青

山
繫
晴
参
議
院
議
員
（
作
家
）
が
原
作
、

島
耕
作
シ
リ
ー
ズ
の
漫
画
家
・
弘
兼
憲
史

氏
の
ヒ
ロ
カ
ネ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
作
画

を
担
当
し
た
「
皇
位
継
承
ま
ん
が
」
が
分

か
り
や
す
く
感
動
的
と
し
て
、
話
題
を
よ

ん
で
い
る
。

　
女
性
天
皇
と
女
系
天
皇
の
違
い
さ
え
分

か
ら
ず
に
、
日
本
の
か
な
め
で
あ
る
皇
位

継
承
を
論
ず
る
の
は
無
謀
と
批
判
し
て
き

た
青
山
氏
が
「
ま
ん
が
」
の
形
を
と
っ
て
、

天
皇
と
日
本
人
と
の
関
係
性
を
ス
ト
ー

リ
ー
仕
立
て
で
解
説
し
た
。「
天
皇
に
つ

い
て
学
校
で
教
え
て
く
れ
な
い
」
こ
と
を

最
大
の
問
題
視
し
て
い
た
青
山
氏
と
護
る

会
が
、
天
皇
を
身
近
で
大
事
な
存
在
と
し

て
歴
史
的
、
学
術
的
な
事
実
に
基
づ
き
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
訴
え
、
中
高
校
生
に
も

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

  

「
天
皇
陛
下
の
ご
存
在
の
ほ
ん
と
う
の
意

味
、
そ
し
て
そ
の
皇
位
を
正
し
く
継
承
す

る
た
め
に
は
何
を
ど
う
す
べ
き
か
、
こ
れ

に
つ
い
て
、
ぼ
く
自
身
を
含
め
て
日
本
国

民
は
誰
も
、
ど
な
た
も
、
学
校
で
教
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
政
府
も
黙
っ
た
ま
ま
で
す
。

オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
は
も
ち
ろ
ん
知
ら
ん

顔
で
す
。
こ
の
現
実
に
苦
悩
し
た
果
て
に
、

考
え
た
の
は
、
ま
ん
が
で
伝
え
よ
う
と
い

う
こ
と
で
す
」（
青
山
氏
）

　
そ
し
て
、「
日
本
の
も
っ
と
も
深

い
危
機
は
、
天
皇
陛
下
の
ご
存
在
を

続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
危
機

で
す
」
と
主
張
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

よ
う
に
、「
民
衆
を
護
る
の
が
天
皇

で
あ
り
、
日
本
は
天
皇
に
護
ら
れ
た

民
衆
の
く
に
」
だ
か
ら
「
天
皇
を
護

る
の
が
世
界
の
理
念
」
で
あ
る
こ
と

を
全
編
を
通
し
て
訴
え
か
け
て
い
る
。

  

「
私
心
を
捨
て
、
ひ
と
の
た
め
に
生
き

る
」。
そ
の
誠
に
普
遍
的
な
理
念
を
体
現

さ
れ
る
生
き
方
の
ま
ま
、
１
２
６
代
に
わ

た
っ
て
続
い
て
い
る
、
日
本
の
天
皇
陛
下
。

世
界
が
う
ら
や
む
日
本
の
至
宝
を
護
る
た

め
に
、
我
々
の
理
解
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
、
こ
の
ま
ん
が
が
丁
寧
に
示

唆
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
　
　（
扶
桑
社
・
刊
、
定
価
１
７
６
０
円
）
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①
日
本
弱
体
化
を
狙
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ 

（
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）

の
占
領
政
策
の
影
響
を
排
除
し
、

国
体
皇
室
の
伝
統
（
男
系
に
よ
る

皇
位
継
承
な
ど
）
を
堅
持
す
る
世

論
の
喚
起

②
憲
法
改
正
・
自
主
憲
法
制
定
の

実
現

③
ス
パ
イ
防
止
法
（
知
財
保
護
法
）

の
制
定

④
北
方
領
土
返
還
、
竹
島
奪
還
、

尖
閣
諸
島
の
死
守
防
衛

⑤
台
湾
関
係
法
を
制
定
し
、
台
湾

を
絶
対
死
守

⑥
日
本
に
お
け
る
防
衛
力
を
強
化

し
、そ
の
た
め
の
軍
事
的
、
法
的
整

備
の
推
進

⑦
中
国
共
産
党
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
、

チ
ベ
ッ
ト
、
南
モ
ン
ゴ
ル
、
香
港

に
お
け
る
少
数
民
族
お
よ
び
自
国

民
へ
の
差
別
、
弾
圧
、
虐
殺
、
臓

器
収
奪
な
ど
の
人
権
問
題
の
解
消

⑧
沖
縄
県
を
は
じ
め
と
し
戦
略
的

重
要
自
治
体
に
お
け
る
選
挙
へ
の

積
極
的
な
応
援

⑨
日
・
米
・
台
・
豪
・
印
・
英
と

と
も
に
海
洋
秩
序
と
自
由
貿
易
体

制
を
堅
持
し
、
世
界
の
安
全
保
障

に
寄
与

⑩
真
実
を
正
し
く
国
民
に
伝
え
る

メ
デ
ィ
ア
の
正
道
を
求
め
る

⑪
百
年
の
大
計
を
図
る
人
材
を
育

て
る
教
育
を
目
指
す

⑫
外
国
人
の
公
務
員
就
職
へ
の
規

制
条
項
を
設
け
る

⑬
「
慰
安
婦
」
問
題
、「
徴
用
工
」

問
題
、
南
京
「
虐
殺
事
件
」
な
ど

の
歴
史
認
識
の
誤
謬
を
糺
す

⑭
中
国
共
産
党
の
打
倒
を
目
指
す
、

中
国
の
民
主
化
運
動
に
協
力
し
連

帯
す
る

●
自
由
国
民
連
合
の
主
な
活
動
計
画

に
満
ち
た
外
敵
と
、
そ
れ
ら
と
相
応
す

る
国
内
の
反
日
左
翼
勢
力
を
一
掃
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
大
東
亜
戦
争
も
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
主

導
さ
れ
た
共
産
主
義
者
の
内
部
工
作
に

よ
っ
て
敗
戦
に
至
っ
た
の
だ
が
、
今
日

は
そ
れ
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
左
翼

勢
力
が
跳
梁
跋
扈
し
て
い
る
。
こ
の
一

掃
は
そ
れ
こ
そ
簡
単
で
は
な
い
が
、
我
々

は
必
ず
こ
れ
を
成
し
遂
げ
る
。
そ
の
チ
ャ

ン
ス
は
今
し
か
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
国
内
の
愛
国
保
守

人
士
を
団
結
し
て
命
懸
け
の
決
戦
を
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
世
界
史

的
一
大
事
業
は
、
日
本
一
国
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
日
本
と
同
じ
価
値
観
を

共
有
す
る
国
家
と
共
同
し
て
、
唯
物
共

産
主
義
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
を
含
む
世
界

侵
略
か
ら
の
解
放
と
、
自
由
と
人
権
と

法
を
遵
守
す
る
国
家
群
に
よ
る
新
し
い

世
界
の
創
造
を
目
指
す
の
で
あ
る
。

　
政
策
の
具
体
例
は
本
稿
の
左
隣
記
事

を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ん
が
『
誰
が
あ
な
た
を
護
る

　
の
か
│
不
安
の
時
代
の
皇

す
め
ら
ぎ

』

な
ぜ
今
「
自
由
国
民
連
合
」
が
必
要
か

自
由
国
民
連
合
総
裁

阿
部 

正
寿

【
主 

張
】


